
報

告

第

二

号

地

方

自

治

法

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

専

決

処

分

し

た

損

害

賠

償

額

の

決

定

の

報

告

及

び

承

認

に

つ

い

て

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

七

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

一

年

一

月

二

十

二

日

、

損

害

賠

償

額

の

決

定

に

つ

い

て

、

次

の

と

お

り

専

決

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

三

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

し

、

そ

の

承

認

を

求

め

る

。

平

成

二

十

一

年

二

月

十

三

日提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

損

害

賠

償

額

の

決

定

に

つ

い

て

一

賠

償

の

金

額

金

六

十

六

万

千

五

百

円

二

賠

償

の

相

手

杉

並

区

和

田

二

丁

目

在

住

男

性

三

賠

償

の

理

由

平

成

二

十

年

九

月

十

一

日

、

学

校

の

隣

家

に

住

む

男

性

か

ら

、

長

年

の

間

、

学

校

の

フ

ェ

ン

ス

を

越

え

て

、

テ

ニ

ス

ボ

ー

ル

な

ど

が

自

宅

に

飛

び

込

み

、

屋

根

に

損

傷

を

与

え

た

と

す

る

損

害

賠

償

請

求

が

、

区

に

対

し

て

な

さ

れ

た

。

区

は

、

事

実

関

係

の

調

査

を

行

い

、

長

年

に

わ

た

る

テ

ニ

ス

ボ

ー

ル

な

ど

の

直

撃

が

、

屋

根

を

損

傷

さ

せ

た

と

考

え

ら

れ

る

と

判

断

し

、

こ

の

こ

と

に

対

す

る

損

害

を

賠

償

す

る

。


